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（別紙） 

令和５年度 第４回 関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 

 

１ 開催日時・場所 

令和６年３月２７日（水）１５：００～１７：００ 

  関東森林管理局 東京事務所 会議室 

 

２ 議題 

  （１）木材の需給動向について 

  （２）国有林材の供給調整について 

 

３ 検討結果 

地域差はあるが山からの出材は順調で、原木価格は秋の急上昇からの反動で下がり傾向にあっ

たが、一定水準を保っている。 

国産材製品については、住宅需要の停滞が長引いており、構造材の荷動きが鈍く製材工場の在

庫の増加が見られる。集成管柱や間柱等の一部の品目については、外材価格の高止まりの影響で

引き合いが強くなっている。合板工場の生産調整は継続されている。 

今後については、製材工場の在庫増や住宅着工が低迷していることから、需要動向、価格動向

への注視が必要である。 

 以上のことから、現時点では国有林材の供給調整は不要と判断されるが、国有林において

は、各地域の状況を踏まえた的確な供給に取り組むとともに、供給調整が必要となった場合に備

え、地域の実情に即して機動的に対応策が打てるよう引き続き検討をお願いする。 

 

４ 主な情報、意見 

 

○ 構造材を中心に売りにくいが板材、内装材は間に合わないぐらい売れており、非常にアンバラ

ンスな状況。構造材は良くなる見通しがない。その中で、海外輸出をしている大きな企業は賃上

げが進んでおり、人材確保の面で苦慮している。 

 

○ 原木の出材量は順調。構造材の荷動きが停滞しているが間柱の荷動きは良い。原木価格は全

体的に１１月をピークに下がり傾向だったが２月に入り業者の手持ち不足感からかスギの引き

合いが強い。製材品についてはスギ柱角とヒノキ土台で値下がりをしているが間柱は維持して

いる。新設住宅着工戸数は８か月連続で前年同月を割り、持ち家の減少が際立っており。木材

業界はしばらく低迷が続くことが予想される。大型物件に絡んでいる工場はコンスタントに仕

事があるよう。 

 

○ 原木の生産は順調。集成材はヨーロッパ材と比べ割安感があるため無垢材よりも価格は維持

されている。プレカット工場で刻む構造材はほとんど集成材に代わって、無垢材の使用が減っ

てきている。住宅需要が減少する中で、住宅メーカーから製材工場に対しての価格引き下げ要

求が強いが、製材工場としては人件費や輸送費の上昇があってかなり厳しい。その中で、製材

業界と全く関係のない業界から製材に進出する計画がいろいろ進んでいて、業界として将来ど

うなるのか心配。 

 

○ ３月の市場への入荷は少なめ。販売についてはここ半年ぐらいほぼ完売の状況。製材品の在庫

はかなりあると聞いているので、春先以降虫害が出る頃の材が売れない心配がある。 

 



○ 原木の荷動きは、暖冬により原木丸太が凍ることがないので順調に製材されていて、引き合い

が落ちていないから価格も維持されているのではないか。今後は例年どおり出材量が下がってい

く見込み。今後栃木県内に大型工場ができる見込みで、直送にも取り組んでいるところ。 

 

○ 合板工場の受け入れが制限されているため、苦慮している。出材は少なく価格は昨年度と比べ

ると下がり幅は小さい。例年この後下がっていくが、昨年ほど大きくは下がらないと予測をして

いる。需要が低迷する中、花粉症発生源対策が影響するのではないかと懸念する声もある。 

 

○ 素材生産業者の立場とすると、今の価格であれば安定して出材できる。梅雨材になるとわから

ないが、製材所は在庫を積み上げている状況。合板材は受け入れ調整のため、一部バイオマス関

係に振っている。 

 

○ 全国的に原木在庫が急増しており懸念している。金利の上昇についても要注意。住宅着工が

期待できない中、非住宅も含め国産材の競争力を高め、市場シェアを獲得していくことが重

要。 

 

○ 福島県内に大型製材工場の建設予定があることから木材需要が増えることに期待。認証材の

供給拡大は、新たなビジネスチャンスになると考えている。 

 

○ 合板メーカーは、合板の需要が少なく価格が下がっている中、トラック運賃含む諸経費増加で

苦慮している。東北地区に新たな大型製材、集成材工場が本格稼働した際、原木の集材、価格等

の問題が懸念される。 

 

 


